
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-06-04

豊後水道周辺域での「スロー地震」連動現象とその
意義

(Citation)
神戸大学都市安全研究センター研究報告,18:16-22

(Issue Date)
2014-03

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/81011438

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81011438

廣瀬, 仁
浅野, 陽一
小原, 一成
松澤, 孝紀



― 16 ―

神戸大学都市安全研究センター
研究報告，第18号，平成26年 3 月



― 17 ―



― 18 ―

＋ 

I 、~: + s~ ~m-- + + f贔こ鷺：楓;~:.~:+~~)+十
34°N 

r 
＋＋ ＋ 

＋ ＋ 
＋ 

＋ 活発化しt
＋ ＋ 

＋ 

＇ 

〕
＋ 

＋ 
＋ 

＋ 

＋ ＋ 

32°N l ＋ 

＋ 

]̂ 

132゚E 134゚E

図 1:南海地震の震源域とスロー地震群の位縦図 (Hiroseet al. (2010)の固に加筆）．紫のコンターは、 1946年南

海地震のすべり量分布 (Sagiyaand Thatcher, 1999). オレンジ・赤•青の点が深部低周波微動の震央．豊後

水道付近の活動は南東側（赤点）と北西側（青点）に分けられるピンクの四角の領域が豊後水道 SSEのす

べり領域灰色・ピンクの円が南海トラフに沿って発生する浅部 VLFの腰央．このうちピンクで示す領域

の VLFが、豊後水道 SSEの発生時期に活発化した
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